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家族を地震で傷つけないための家庭でできる防災マネジメント 

名古屋工業大学大学院教授 岡田成幸 

 
地震から自らと家族を守るための戦略を伝授します。 

災害対策は、関わる組織の協働で進められてはじめて有効に働くものです。ここで言う組

織とは、産官学すなわち企業・行政・学校だけではなく、世帯を含めた個人や町内会等の

地域コミュニティなど、身の回りの集団全てを指します。これら組織の構成員、すなわち

私たち自身が役割をしっかり認識し、適切に対応することが防災対策の要諦です。行政は、

地域の防災力を高めるための方策や災害時の復旧を行政レベルからサポートすることが主

な役割です。町内会は、地域住民の安全を住民どうしのつながりの観点から支えることが

大きな役割です。では、個人の役割とは何でしょうか。 
それは、自分と家族の身を個人レベルで守るということです。 

そして、個人レベルで周囲に危険を与えることは排除するということです。 

怪我をしたら、その後の避難や復旧・復興への対応、そして地域コミュニティの一員とし

ての役割（助け合いのプロセス）すべてに支障が生じます。まずは怪我をしないこと、さ

せないことです。そのための、方策・手段を講じることを防災マネジメントと言います。

マネジメントの基本は、以下の４つです。 
１．そこにある危険の認識 
２．その危険の正体の理解 
３．将来襲ってくる危険の予測 
４．その危険への具体的な備え 

講演では、これらについて解説します。そして、 
具体的に進めるための道具（防災マネジメントツール）について紹介します。 

 
わが家の防災マネジメントチェックポイント（以下の順番で進めてください） 

１．わが家が危険であるということを認識する。 
 家の広さに対して家具数は適正か？チェックシート 
 わが家に持ち込める家具の数チェックシート 
 部屋に持ち込める家具の数チェックシート 

２．想定される揺れの大きさはどのくらいか。 
 ハザードマップの入手 

３．わが家は倒壊しないか？ 
 わが家は壊れるかチェックシート 

４．室内の危険度を診断する。 
 危険な空間と安全な空間はどこか？ 

５．多段階システムで安全空間を確保する。 
 室内安全化対策 

６．行動が負傷を決定する。 
 地震時の行動規範 
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１．まずは認識度チェックです。以下の３枚のグラフを使ってチェックしてみてください。 
 

 家の広さに対して家具数は適正か？チェックシート 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 わが家に持ち込める家具の数チェックシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 部屋に持ち込める家具の数 チェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず自分の家が、地震の時にけが

人を出しやすい家なのか、出しに

くい家なのか、右のグラフを使っ

てチェックしてみましょう。住家

の総床面積当たりの家具総数を横

軸に取り、次に、部屋ごとに壁の

長さ当たりのその部屋の家具数を

縦軸に取ります。家族に対して優

しい家か／厳しい家か、その認識

が防災の第一歩です。 
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自宅の床面積で、持ち込める家具

数が決まってきます。右のグラフ

でチェックしてみましょう。 
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部屋の大きさにより、その部屋に

持ち込める家具数も決まってきま

す。右のグラフでチェックしてみ

ましょう。 
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どうでしたか。次は、自分が住んでいる地域がどれだけ揺れるかの情報を集めます。 

２．地震マップ（ハザードマップ）を用意してください。マップは区役所で入手できます。 

３．この揺れでわが家がどのくらいの被害になるのか調べましょう。では耐震診断から。 
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わが家の耐震診断値は計算できましたか？これは簡易な診断法です。本来は、専門家に診

断してもらうべきでしょう。名古屋市建築指導課または（財）愛知県建築住宅センターに

相談してください。 

 次は、今計算した耐震診断値を使って被害の程度をチェックしてみましょう。 

 わが家は壊れるかチェックシート 
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あなたの家は地震が来ても大丈夫？ 当研究室で作成した早見グラフです。 
①まず、簡易耐震診断表で自宅の耐震診断値（総合評点）を求めてください。 
建築年のみからでも大凡の耐震診断値が分かります。 
・ 上のグラフから自宅の建築年に相当する分布のピークの値を見つけてください。 
・ たとえば、1975 年に建築した家ならば、（―――×―――）の山は、0.5 です。 

②次に、あなたの地域の想定震度を調べてください。 
名古屋市に行けば名古屋市のハザードマップを見ることができます。 
名古屋市であれば、震度６強（震度 6.4）位が上限となります。 

③下のグラフから、耐震診断値と震度が交差する点を見つけてください。 
 それが、あなたの家の、想定される被害です。 
 もし、0.6 以上の被害（全壊）が想定されるのであれば、補強を検討してください。 
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どうでしたか。チェックできましたか。これはあくまでも可能性ということです。必ずし

もこのとおりに壊れるというわけではありません。 

 想定された被害はどの程度の被害なのか早見表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次は家の中のチェックです。 
４．室内の危険度を診断。 
どのくらいの揺れで家具が転倒するのか、住人は回避行動をとれるのか。振動台実験や被

害調査により、震度と室内被害との関係は大凡下のように想定されます。当研究室では、

住宅平面図をコンピュータ上に入力することで、室内危険度を計算するシステムを開発し

ていますので紹介します。 
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５．安全な空間を確保するための具体的な方法です。毎日新聞（2005 年 2 月 16 日）に関

連記事が掲載されましたので、ご覧ください。 
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以上で事前対策は終了です。しかし、これで全て安心というわけにはいきません。揺れて

いるときの住人の行動が、最終的にはケガの発生を決定づけます。 
６．どのような行動をとるべきか、地震時の行動規範を確認しましょう。講演では具体的

にお話し致しますが、以下にまとめておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対策は家族全員の意識的行動ではじめて達成されるものです。防災情報を家族全員で共有

しましょう。まずは、話し合いです。家族間の、そして地域間のコミュニケーションが防

災・減災につながります。 
 
出典： 
資料中の図表は、３頁のわが家の耐震診断（木造住宅用）・簡易耐震診断表（（財）日本建

築防災協会編集）を除き、当研究室の研究成果として作成したものですので、転載に際し

てはご相談ください。 
 
名古屋工業大学大学院社会工学専攻岡田研究室 
住所：名古屋市昭和区御器所町（〒466-8555） 
電話：(052)735-7131 

家族を傷つけないために

• 怪我をしたら、その後の対応全てに支障があることを認識すべし。

そのためには事前の多段階防衛システムで安全空間確保・・・そのためには事前の多段階防衛システムで安全空間確保・・・
• 多段階防衛システム＝家具固定＋レイアウト＋行動規範
• 暗闇の中での地震襲来を前提にすべし。
• 行動能力が低下する場所は、ゼロリスク空間にすべし。
• 室内に１カ所はゼロリスク空間を作るべし。
• 安全空間と危険空間がどこかを、家族全員が知るべし。
• 避難経路の安全も確保すべし。
• 地震時の役割分担（自分の身を守ること）を話しあっておくべし。

揺れ始めたら行動規範に従い安全行動・・・揺れ始めたら行動規範に従い安全行動・・・
• 揺れに気がついたら、すぐ安全空間に逃げ込むべし。
• 揺れているときはむやみに動くべからず。
• 揺れているときにもお互いに声を掛け合い、安全な場所にいることを確認し合い、無理な行動を

強要しない。

対策は・・・対策は・・・
• 長続きしてはじめて意味を持つ（持続可能な対策－サステイナブル・プロテクション－の勧め） 。
• 意識してはじめて有効になる。


